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1. ITS安全運転支援システムの位置づけ

2. マツダの取り組み（ITS安全運転支援システムの利用イメージ）

・広島DSSS
・FOMAを利用した走行支援情報提供システム

・プローブ情報を利用した情報提供システム情報を利用 情報提供シ テ

・ASV-4
・ユビキタスITSビキタスITS

3. 車車間通信システムの導入に向けて
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ITS安全運転支援システムの位置づけ

交通事故発生状況

1 000 000

1,200,000
負傷者数 事故件数

20 000

24,000

数
（
人

）

800,000

1,000,000

16,000

20,000

負
傷

者
数

人
）

400,000

600,000 12,000

8,000（
件

）
／

負

死
者

数
（

200,000

,

死者数

8,000

4,000

事
故

件
数

0
1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005

0事

（年）

3



ITS安全運転支援システムの位置づけ

交通事故類型と発生要因の特徴

歩行者との衝突
交通事故件数 人的要因

操作の誤り
歩行者との衝突

その他
9%

判断
エラー出会い頭

26%
その他

認知エラー

14% 70%70%
追突

32%
右折時/
左折時衝突

交差点や見通し不良地点（対象物が見えない／見えにくい）

自律型システムとインフラ協調システム（路車 車車）の連携が有効
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自律型システムとインフラ協調システム（路車・車車）の連携が有効



ITS安全運転支援システムの進化

「人・車・道路」のネットワーク化によって機能は進化人 車 道路」 ネッ ワ ク化 よ 機能は進化

他車協調他車協調

自動運転

運
車車協調

自動運転

ドライバ 他車協調他車協調

パーシャル自動運転

プラトゥーニング

（多重追突回避）

運
転
支
援

車車協調
車線変更・合流支援

通信

利用型

ドライバ

安全
多重追突回避

交差点 見通し不良地点警報
路車協調路車協調

援
機
能 路車協調

利用型

道路
インフラ

クルマ

安全

一時停止制御プローブカー情報提供

交差点・見通し不良地点警報

自律システム自律システム
自律システム

自律

インフラ

インテリジェントナイトビジョン

信号・一時停止見落とし防止

自律
検知型

レーンキープアシスト

全車速域ACC 衝突回避制御

プリクラッシュセーフティ 歩行者衝突回避制御

インテリジェントナイトビジョン
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マツダの取り組み

広島地区ITS公道実証実験

光ビーコン、DSRCを活用した路車協調型安全運転支援システ
ム（DSSS）ム（DSSS）

山陽道での速度注意喚起システム（スマートウェイ）

FOMAを利用した走行支援情報提供システムFOMAを利用した走行支援情報提供システム

プローブ情報を利用した情報提供システム

ASV 4プロジ クトASV-4プロジェクト

車車間通信を利用した安全運転支援システム

スマートウェイ

スマートウェイ2007、スマートウェイ2008

ユビキタスITS
モバイル型WiMAXを活用した運転支援サービス
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広島地区ITS公道実証実験

広島の交通の特徴

デルタ地帯で橋梁が多数あり、い

わゆる太鼓橋では、前方の状況が

視認しづらい

自動車と、路面電車、自転車、歩

追突事故

自動車 、路面電車、自転車、歩

行者が共存することにより、交通

が錯綜している

右折時衝突事故、自転車との出会
い頭事故、横断歩行者との衝突事故

平野部と山間部との距離が短く、

気象・路面状況が変化しやすい
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気象 路面状況が変化しやすい



広島地区ITS公道実証実験
2009年2月～（NEXCO）

●速度超過注意喚起システム（DSRC)
速度注意喚起情報、路面・気象情報提供

①山陽道 志和IC～広島東IC（下り）

2008年1月 （広島県DSSS）広島県

国道54号
山陽道

●追突防止支援システム（路側の表示板）
渋滞末尾/停止低速車両への追突防止の注意喚起

●右折時衝突防止支援システム（光＋DSRC)

2008年1月～（広島県DSSS）

③国道2号 平野橋（上り）、平野橋東交差点

広島県

広島東IC 志和IC

●右折時衝突防止支援システム（光＋DSRC)
路面電車・対向車との衝突防止の注意喚起

横断歩道上の歩行者・自転車の注意喚起

2008年11月～（広島国道）

国道2号

●走行支援情報提供システム（FOMA）
カーナビでの走行支援情報提供

⑤国道（2号, 31号, 54号, 185号）、高速道路

2009年～（広島県警）

国道31号

2008年9月～（広島県DSSS）

●出会い頭自転車衝突防止システム（光）

●左折時自転車巻き込み防止システム（光）

⑥選定中

2009年～（広島県警）

2008年1月～（広島県DSSS）

●渋滞末尾情報提供システム
（光＋DSRC)

渋滞末尾/停止低速車両への

②国道2号 観音高架橋

2008年9月～（広島県DSSS）

●出会い頭衝突防止システム、右折時衝突防

⑦国道2号 新明治橋東詰、平野橋東交差点

2008年3月、9～10月（ASV/ASV・DSSS連携）

●出会い頭衝突防止支援システム（光＋DSRC)
信号なし交差点での出会い頭衝突防止の注意喚起

●信号待ち車両追突防止支援システム（光＋DSRC)

④国道2号 新明治橋東詰交差点、新明治橋

2008年1月～（広島県DSSS）
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渋滞末尾/停止低速車両への

追突防止の注意喚起
止システム、追突防止システム（車車間）

●出会い頭衝突防止システム（光＋車車間）

●信号待ち車両追突防止支援システム（光＋DSRC)
渋滞末尾/停止低速車両への追突防止の注意喚起



広島DSSS

ビ光ビーコンとDSRCの連携システム

ビ光ビーコン

道路線形情報や規制情報の伝達

自車位置の特定自車位置の特定

DSRC
路側センサで検出した障害物情報

をリアルタイムで連続的に伝達
路側センサ

をリアルタイムで連続的に伝達
ドライバから見えない

障害物を検知
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広島DSSS

出会い頭衝突防止支援（接近時支援、発進時支援）

信号なし交差点において、光ビーコンで一時停止規制を注意喚起するとともに、交差する歩
道を通行し 接近してくる歩行者 自転車をセンサで検知し その情報をDSRCにより車載機道を通行し、接近してくる歩行者、自転車をセンサで検知し、その情報をDSRCにより車載機
に提供し注意喚起を行う。

 廿日市市方向

音声：「ピッ！左
から自転車が接
近 ます

海田町方向

近しています。
注意して下さい」

音声：「ピッ！この
先一時停止です」
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広島DSSS

右折時衝突防止支援システム、横断歩行者衝突防止支援システム、
路面電車情報提供システム

交差点手前に設置した光ビーコン

から受信した交差点までの距離情

報等を元に、右折車両に対し、後方

ＤＳＲＣビーコン

車両検知センサー

ＤＳＲＣビーコン

車両検知センサー

情報提供内容
○後方からの路面電車接近情報
○前方死角の対向車接近情報
○横断歩道を通行する自転車、

から接近する路面電車や前方死角

の対向車をセンサで検知し、その情

報をＤＳＲＣにより車載機に提供し、

歩行者検知センサー歩行者検知センサー
歩行者の存在情報

注意喚起を行う。

また、横断歩道を通行中の歩行者

や自転車をセンサで検知し、その情

路面電車検知センサー

海田町方向

廿日市市方向

路面電車検知センサー

海田町方向

廿日市市方向

や自転車をセンサで検知し、その情

報をＤＳＲＣにより車載機に提供し、

注意喚起を行う。

路面電車検知 ンサ

光ビーコン

路面電車検知 ンサ

光ビーコン

直進車両
接近中

音声：「ピッ！後ろから路面電
車が接近しています。注意して
下さい。」

音声：「ピッ！歩行者が横断し
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【カーナビ表示例】

音声 ッ 歩行者が横断し
ています。注意して下さい」



広島DSSS

音声：「ピッ！この先停止
車両あり 注意して運転し

見通しの悪い区間で前方に存在する停止・低速車

両をセンサで検知し その情報をDSRCにより車載

追突防止支援システム

車両あり。注意して運転し
て下さい」

住吉町交差点

【新明治橋】

 
【カーナビ表示例】

住吉町交差点

両をセンサで検知し、その情報をDSRCにより車載

機に提供し、後続車に注意喚起を行う。

光ビーコン 
DSRC ビーコン

【カ ナビ表示例】

海田町方向廿日市市方向

音声：「ピッ！
この先渋滞、

 
この先渋滞、注意
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注意して運転
して下さい」 【カーナビ表示例】



FOMAを利用した走行支援システム

走行支援情報提供システム

道路管理者の保有する各種情報のうち、通行規制情報をFOMAにより車載機に提供し、情報

提供を行う提供を行う。

降雨・降雪

通行規制

情報板表示

災害

災害発生!!
地震情報

件名：地震情報

●地震情報
○月○日●時●分

●●地区において震度３
の地震が発生しました。

◆付近道路情報板

　国道○号　○○地点

◆付近の道路画像

　国道○号　○○地点

この先
全面通行止め

地震情報

件名：地震情報

●地震情報
○月○日●時●分

●●地区において震度３
の地震が発生しました。

◆付近道路情報板

　国道○号　○○地点

◆付近の道路画像

　国道○号　○○地点

この先
全面通行止め
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プローブ情報を利用した情報提供システム

プ ブプローブ情報を利用した情報提供システム

街を走行している車両から急ブレーキ、急ハンドルの情報を収集・解析。ヒヤリハット地点の

情報を車載機に提供する

車載システム

車両
ITSセンター

（マツダ社内）

情報を車載機に提供する。

FOMA
車載システム

プローブデータ
サーバ

GPS, センサ, FOMA

サ バ
プローブデータ

の収集

車載ユニット

FOMA

ヒヤリハット地点の抽出

交差点注意交差点注意交差点注意交差点注意交差点注意交差点注意

ヒヤリハット地図

FOMA交差点注意交差点注意交差点注意交差点注意交差点注意交差点注意

ヒヤリハット地点
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ヒヤリハット地図
の配信



山陽道スマートウェイ

速度の上がりやすい区間の入り口で、速度規制情報をDSRCで送信。その後、車速を車側で

検知し 定速度以上にな たときに車載機から画像と音声で速度超過の注意喚起を行う

速度超過注意喚起システム

検知し、一定速度以上になったときに車載機から画像と音声で速度超過の注意喚起を行う。

また、併せて路面の温度や状況（湿潤等）に関する気象情報を提供する。

志和IC方向
広島東IC方向

音声：「ピッ！長い下り
坂です。速度に注意し
て運転してください」

【カーナビ表示例】

DSRCビーコン
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ASV-4プロジェクト

車車間通信を利用した安全運転支援システム

（2）歩行者衝突防止 （3）正面衝突防止（1）出会い頭衝突防止

（6）車線変更時の衝突防止一時停止

（4）右折時衝突防止 （5）左折巻き込み防止（ ） 折時衝突防 （ ） 折巻 込 防

（7）追突防止

x

（8）緊急車両情報提供
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（8）緊急車両情報提供



ASV-4プロジェクト

周辺の通信相手車両の中から、衝突する危険がある車両を判定する

周辺車両の
位置 方位 車速
周辺車両の
位置 方位 車速

車車間通信機

自車の位置, 方位

道路形状
ナビゲーション

システム

位置, 方位,車速

衝突判定

衝突の危険がある
車両を抽出

ドライバへ注意喚起

音声メッセージ

ディスプレイ表示

車車間通信機

自車の位置, 方位

道路形状
ナビゲーション

システム

位置, 方位,車速

衝突判定

衝突の危険がある
車両を抽出

ドライバへ注意喚起

音声メッセージ

ディスプレイ表示

車載センサ

車速
ドライバ操作量

ディスプレイ表示

車載センサ

車速
ドライバ操作量

ディスプレイ表示

出会い頭衝突防止支援

（踏み止まり支援）

  

（踏み止まり支援）

交差車両情報

を受信

交差車両情報

を受信

「ポン、右から車が接近中です」

支援対象車両

サービス終了

支援対象車両

サービス終了
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ユビキタスITS

WiMAXを活用した運転支援システム
情報

サーバー
公共交通運行
データベース

情報
サーバー

公共交通運行
データベース

個人運転特性
データベース

道路交通
情報

車両走行履歴
データベース

路線環境負荷
データベース

迂回路、省エネルートの提供
個人に適合した燃費向上運転ガイド
パークアンドライド等公共交通を含

走行速度、道路環境
ドライバの個人特性

個人運転特性
データベース

道路交通
情報

車両走行履歴
データベース

路線環境負荷
データベース

迂回路、省エネルートの提供
個人に適合した燃費向上運転ガイド
パークアンドライド等公共交通を含

走行速度、道路環境
ドライバの個人特性 パ クアンドライド等公共交通を含

めたナビゲーション
エコドライブポイント付与

車両走行履歴、車両状態
パ クアンドライド等公共交通を含
めたナビゲーション
エコドライブポイント付与

車両走行履歴、車両状態

高速道走行中
（WiMAX、携帯電話

で通信）

一般道走行中
（WiMAXで通信）

道の駅等駐車時
（ DSRCで通信）

出発前
（無線LANで通信）

高速道走行中
（WiMAX、携帯電話

で通信）

一般道走行中
（WiMAXで通信）

道の駅等駐車時
（ DSRCで通信）

出発前
（無線LANで通信）

モバイルWiMAXによる広島市内主要幹線
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道路のテレマティックス通信網



車車間通信システムの導入に向けて

車車間通信システムに求められる機能・要求条件

N対N通信

リアルタイム性

広い通信範囲広い通信範囲

見通し外伝播

即時接続性

セキュリティ機能
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車車間通信システムの導入に向けて

技術的課題

路車間通信システムとの役割分担、連携の検討

道路形状、周辺交通状況、道路構造物などによるシャドウイング

や反射の影響把握と対策の検討や反射の影響把握と対策の検討

車載通信機の低コスト化

通信システム以外の技術的課題として･･･

自車位置特定精度の向上

道路形状情報の獲得・利用方法の検討道路形状情報の獲得 利用方法の検討
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